
会長　遠田　公夫君
皆様、コンニチワ! 新型インフルエンザの
過剰反応がまだまだ冷めやらぬ毎日ですが、
日本人の2/3、つまり年配者には昔の抗体が
あるとか、マスクは他人に新型インフルエン
ザを移さない効果はあるが、自衛はできない
とか、治療体勢の整った日本では新型インフ
ルエンザだけで通常は死ぬことはない、本当
かどうか、ある会合で、長大の元学長のドク
ター土山秀夫さんにも尋ねたところ、間違い
はないとの事でした。一方、会議室や宴会場
など限られたスペースに大勢の人が集まる時
は、次亜鉛素酸ナトリウムの蒸気を空気中に
噴霧し、会場全体を消毒する加湿器があるそ
うです。実は先日、患者が見つかった広島や
神戸のビジネスマンが遠慮しつつ参加してい
た会議・懇談会場で実験的に使用したとこ
ろ、大きな安心感はあったようです。納所さ
ん、ありがとうございました。
ところで、この時期になりますと、第一生
命のサラ川の新作発表の時期でもあります。
長崎新聞にも掲載されておりましたが、今日
は、ベスト3を紹介致します。
「羞恥心　無くした妻は　ポーニョ、ポニョ!」
「久し振り　ハローワークで　同窓会」
「僕の嫁　国産なのに　毒がある」
おまけに、山田五郎というバラエティ番組

によく出る評論家が、ネット又は携帯で応募
された作品の中から気になる一句、都々逸風
の作品をお届けします。「ステキなら　テ抜
きされても　スキな人」。
最後に、先週は次年度執行部が一同に集う
大委員会が開催され、いよいよ次年度、橘闍
会長の新しい時代の風を実感致しました事を
報告し、挨拶と致します。

○ロータリーソング「我らの生業」
○卓話者
医療法人白十字会
理事長　富永　雅也様

幹事　木村　公康君
１．第2740地区ガバナーエレクト

高城　昭紀君
2009-2010年度インターアクト委員会
地区委員の委嘱状が松尾慶一会員に届いて
おります。
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２．国際ロータリー
「The rotarian 誌 6月号」が届いております。

３．大村ロータリークラブ
「週報No.33～35」が届いております。

４．佐世保学園長 櫻井　英雄様
「社会を明るくする運動」月間における意見
発表会の開催について（ご案内）
日時／平成21年7月3日貊 13:30～15:30
会場／佐世保学園体育館

（次年度へ申し送り致します。）

５．長崎県広報広聴課長
「ながさき県政出前講座」のパンフレット
送付について（ご案内）

（次年度へ申し送り致します。）

６．九州プラスネット事務局
幹事　眞崎　龍雄様

卓話講師利用のお願いについて
（次年度へ申し送り致します。）

親睦活動委員会　児玉　孝雄君
○結婚記念月のお祝い

円田　三郎・幸子　様ご夫妻（3日）
千住　雅博・恵実子様ご夫妻（5日）
田中　信孝・さと子様ご夫妻（7日）
飯田　満治・節子　様ご夫妻（10日）
松尾　弘司・喜美子様ご夫妻（10日）
副島　正義・三重子様ご夫妻（14日）
古原　　進・洋子　様ご夫妻（18日）
木村　公康・智里　様ご夫妻（22日）
川冨　正弘・玲子　様ご夫妻（30日）

次年度親睦活動委員会 委員長　古賀　　巖君

福岡西RC 富永　雅也君
卓話をさせて頂きます。

遠田　公夫会長、木村　公康幹事
松尾　文隆副幹事
富永雅也さんの卓話に期待致します。

平尾　幸一君
当法人の富永雅也理事長の卓話を祈念し

て、ニコニコします。

森　　信正君、中川内眞三君
増本　一也君、東　陽三郎君
山下　　登君、西村正一郎君
井上　斉爾君、梅村　良輔君
小川　　洋君、F田　俊夫君
才木　邦夫君、千住　雅博君
川冨　正弘君、山縣　義道君
黒木　政純君
本日卓話の（医）白十字会理事長 富永雅也

さんの卓話に期待して。

玉野　哲雄君
朗遊会で久し振りに優勝しましたので。

松尾　文隆君
前回の例会を休んでまで参加した九州シニ
ア選手権長崎県予選でしたが、惨敗しました
のでニコニコします。

円田　三郎君、千住　雅博君
木村　公康君、川冨　正弘君
結婚記念月のお祝いありがとうございます。

米倉洋一郎君
先週、出席100％表彰をもらい、ありがと

うございました。（先週欠席しましたので）

（2）

ニコニコボックス

慶　　　祝
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古賀　　巖君
本日、セルフボックスにオープンウォータ

ースイミング大会のチラシを入れさせて頂き
ました。本大会は、飯田満治さんを実行委員
長として、パールシーや観光コンベンション
協会等の共催で、パールシーのリニューアル
オープンにあわせて、7月5日に開催されるも
のです。只今、参加者を募集しております。
ぜひともまわりの方への宣伝のほどお願い致
します。
また、運営資金も不足しておりますので、

そちらの方のご支援も頂けたら幸いです。本
日、飯田さんが出張中の為、なり代わりまし
てニコニコ致します。

ロータリー情報委員会　黒木　政純君

「感染症の話題：
ポリオと新型インフルエンザ」

1）ポリオ

① ポリオとはポリオウイルスの
神経感染により生じる疾患で、かつては小児
麻痺と呼ばれていた。ほとんどが無症状で終
わるが、0.1％に四肢マヒを来たし、死亡す
ることもある。日本では昭和35年に大流行が
あったが、ポリオワクチンの予防接種が行わ
れ、昭和55年以後発生していない。

② 国際ロータリーは1979年よりポリオ撲滅
に取り組んできたが、1985年に「ポリオプラ
ス計画」を発表、ポリオとともに結核などの
感染症の予防接種を始めた。ロータリーが創
立100周年を迎える2005年までにポリオの撲
滅を実現しようと、2002年に新たな「ポリオ

撲滅キャンペーン」を展開しました。

③ 全世界で99％のポリオ撲滅を達成し、発
生国もわずか4ヵ国（アフガニスタン、インド、
ナイジェリア、パキスタン）にまで減少しま
したが、残りの1％は紛争地域やへき地のた
め、ワクチン投与が困難であり、更に多くの
資金を必要としています。

④ ロータリーは2007年までに6億6,300万ドル
の資金を調達しました。さらに2007年11月に
ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団が1億ドル
の補助金を提供したことを受け、同額の1億
ドルの寄付を集めることを誓約しました。今
年1月、ゲイツ財団は、2億5,500万ドルの追
加資金投入を発表し、これに対しロータリー
もさらに2012年6月までに1億ドルを上乗せ募
金する目標を掲げました。すなわち、国際ロ
ータリーの合計2億ドルとゲイツ財団の3億
5,500万ドルでポリオ撲滅に協同で5億5,500万
ドルを投入することになります。

2）新型インフルエンザ

4月22日にメキシコで発生が発表された後、
29日にはWHOの警戒レベル・フェーズ5に引
き上げられた新型インフルエンザですが、日
本国内でも5月15日に国内発生して以来、350
人以上の患者が確認されている。現時点では
弱毒性であり、国内発生も地域差があるため、
政府は5月22日に新しい対処方針を発表した。
患者発生が少ない地域は従来通りの対応を
行うが、患者が急増した地域は対応を大幅に
緩和することになった。今後変更になる可能
性はあるが、長崎県、特に佐世保市の対応方
針は以下の通りです。

① 高熱などのインフルエンザを疑わせる症状
がある方は、原則として佐世保市保健所の発
熱相談センターに電話して指示を受ける。か
かりつけ医があれば電話で相談しても良い。

② 県内で流行していない段階では、一般病
院、開業医もインフルエンザ疑いの患者の診
療を受け付けるが、待合室での接触を避ける
ような対策をとる。

ニコニコボックス 本日合計 30,000円

累　　計 1,000,000円

◇

ロータリー3分間情報



（今週の担当　闍田　俊夫）

クラブ会報委員会 委 員 長 闍田　俊夫　　委　員 田中　龍治・原口　増穂
副委員長 円田　浩司　　 才木　邦夫

＊次回例会予告＊

卓話 小川　　洋会員

㈱長崎経済研究所
主任研究員　岩永　　滋　様

（4）

③ B型陽性の場合は季節性インフルエンザと
して同じ病医院で治療を受ける。

④ A型が陽性の場合は佐世保市立総合病院の
発熱外来に紹介され診断治療を受ける。

⑤ AもBも陰性であるが、インフルエンザが
疑われる場合はPCRによる精密検査を受け、
治療方針を決める。

⑥ 新型インフルエンザの患者は入院隔離を
行う。

『譟白十字会のCSR』

医療法人白十字会
理事長　富永　雅也様

患者さんが主人公として病気を
理解し克服する時代になりました。白十字会
が地域の一企業として社会的責任を果たすべ
く努力しているポイントをご紹介いたします。

① まず、病気の悪化を予防する取り組みで
す。中央病院糖尿病センターでは糖尿病療養
指導士という国家資格をもつ看護師さんや栄
養士さんら計18名が病気を理解させ、精神面
を含めた全身管理をすることにより糖尿病の
進行を食い止めています。効果として、壊疽
によって下肢を切断される方、血液透析を受
ける方の数はここ数年激減しています。糖尿
病に限らず、病気の克服のためには病気の理
解が欠かせません。7名の説明支援ナースが
患者さんサイドに立って病気を理解して治療
法を自身で選択できるよう援助しています。

② 介護分野でも脳を含めて身体機能の低下
を予防することは重要です。寝たきりになら
ないためのパワーリハビリテーションや認知
症の進行を防ぐ学習療法、等あきらめないで
努力すれば効果は必ず期待できます。

③ 次に、病気になってしまったら、出来る
だけ早期に在宅に戻れるような治療やリハビ
リを行うべきです。超急性期～回復期リハビ
リの効果をご紹介します。

④ 市民を診療所の先生方とともに地域で支
える役割分担も重要です。症状が安定した患
者さんの通院は診療所にお任せし、病院外来
は救急や重症患者さんの対応に特化し、手術
など入院診療を重視した役割を病院は担うべ
きです。県北唯一の地域医療支援病院として、
電子カルテと診療所の端末を結ぶ医療情報ネ
ットワークによって継続的な診療を可能と
し、無理や無駄の少ない地域完結型の医療を
提供しています。

⑤ 上記のような取り組みによって医療費の
無駄を徹底的に省きたいと考えています。長
崎県の医療費適正化計画が進行しています。
県民医療費は全国トップクラスの額ですが、
県民所得は下から3番目で早晩行き詰まるの
は明白です。節減した医療費を真に必要な医
療に集中投下すべきと思うからです。白十字
会が日々努力していることにご賛同いただけ
る市民と連携して、適切な医療・介護を追い
求めて参りたいと思います。

卓　　話


